<教育現場からの研究ノート> 課題研究の合同発表会「サイエンスフェアin 兵庫」の取組について by 宮垣 覚 & Satoru Miyagaki
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数、正確な実験計画と方法、十分な文献調査を経て、ど
こからが自分たちの探究活動かを明確にする等が不十分
なまま発表している生徒へのアドバイスとその改善があ
げられる。また、多くの研究が、発表後に再検討された
り、修正されたりする時間がないために、そのままに
なってしまうことも課題の一つである。
	 おわりに
「サイエンスフェア in兵庫」は、、
年かけて取り
組む課題研究の発表の場であり、「生徒の研究活動の充
実」、「交流促進」、「科学技術分野への期待と憧れの向上」
というつの効果を実現できるものである。回数を重ね
るごとに、その成果があがっていることを実感する。今
後は、さらなる参加校の増加に努めるとともに生徒の探
究活動と発表の質の向上を図るとともに、教員等の参加
も促しながら、教員間の情報交換を含めた交流を深め、
教員の探究活動の指導力向上にも取り組んでいきたい。
また、数学、理科、科学技術等の知識、技能を用いて、
日常生活と関連づけながら科学的思考にもとづき問題に
取り組む「数学・理科甲子園」は全国大会に続くことで
更なる意欲向上に繋がり今年度は県内の74校が参加して
いる。
これら
つの活動は、県内の高校生にとって大きな目
標となり、活動の場になってきている。今後も、これら
の事業を充実させながら、県内の理数教育のさらなる推
進に向けて取り組んでいきたい。
最後に、「サイエンスフェア in兵庫」の事務局として、
参加企業等の開拓から当日の運営まで中心となって取り
組まれ、資料提供もいただいた県立神戸高等学校の関係
者に謝意を表する。
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